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令和５年度 後期 保護者アンケートの結果 

及び要望や意見の要旨、学校からの回答について 

 

晩冬の候、保護者・地域の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また、日頃より

本校の教育活動へのご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

さて、２学期終わりに保護者の皆様に１５項目についてアンケートを実施しました。保護者アンケートの評価基

準は「A：十分にできている B：だいたいできている C：努力が必要だと感じる」で回答していただきました。

保護者の皆様からのご要望やご意見の要旨について、学校としての回答を載せてありますのでご確認ください。今

後とも岩内第二中学校の子どもたちのため、様々な声をお寄せいただければ幸いです。ご不明な点がございました

ら、教頭（６２－０２８９）までご連絡ください。 

 

○ 回答期間 １２月１５日～２０日   ○ 回答数 １０１ （８９％） 

 

１．保護者アンケート結果 
 

    

 
 

  

   
 

  

   

1. 知）お子様は、自分の将来に見通しを持

ち、実現のために行動することができてい

る。（後期新規設定項目） 

2. 徳）お子様は、他者の意見を受け入れ、よ

りよい考えを求めることができている。

（後期新規設定項目） 

3. 体）お子様は、困難や失敗を乗り越えな

がら、物事を着実にやり遂げようと取り組

んでいる。（後期新規設定項目） 

4. 地域）お子様は、地域の行事に興味をもち、

参加したりしている。（後期新規設定項目） 

5. お子様は、家庭学習の取組を考えながら、

家庭に持ち帰る学習用具を決めている。 

6. お子様は、家庭学習の習慣が身について

いる。 

7. 日常の授業や学校行事を通して、お子様

の成長を感じることができる。 
8. お子様は、自分に自信が持てる心が備わ

ってきている。 

9. 学校生活を通してお子様の道徳性の向上

を感じる。 



   

  

 

   

 

 

２．その他保護者アンケートからの意見や要望について 

○ 生徒指導に関して、生徒とのコミュニケーションを深められるよう意見をいただきました。 
→ 今後も日常の生徒との関わり合いや教育相談等を通して、生徒の声にしっかりと耳を傾けながら信頼関係を

構築し、生徒の視点に立った生徒指導、学級経営に努めてまいります。 

 

○ 学級経営、教科経営に関する感謝の言葉と教職員へのねぎらいの言葉をいただきました。 

→ 大変ありがとうございます。今後とも、教職員一同より良い指導を目指して励んでまいりますので、学校教育

へのご理解とご支援のほど、よろしくお願いします。 

 

３．アンケート結果について 

 ○ 学習面について、５では「学習用具を計画的に持ち帰る」お子様が増えたと感じていますが、６「習慣が身についてい

る」という項目では横ばいでした。 

 ○ 生活面７～１１について、お子様の自分自身の成長を感じていただいている保護者の方が前期よりも増えています。 

 ○ １２「先生方の統一された指導」では全体の数値は微増しておりますが、１３「安心して通わせる」では微減となりました。 
 ○ １4「お子様とスマホやパソコンの使用ルールを決めている」では全体的に下降しております。 

 

４．今後の取り組みについて 

 ○ 学習について 

   → 今後も生活改善や計画的な学習を行うための『To Do リスト』を活用することで、見通しを持った家庭学習が

できるよう指導します。また、宿題や課題プリントを配布して、家庭学習に取り組みやすくなるようにします。 
 

 ○ 学校生活について 

   → 行事や学級活動の中で、仲間同志のつながりを大切にすることや、教科の授業では生徒が自ら課題意識を

持って取り組む探究的な学習（問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく活動）を目指して指導してい

きます。また、日ごろからの教育相談を大切にしながら、生徒が安心して登校できる学校づくりを目指します。 
 

 ○ ご家庭へお願い 

   → 家庭で学習する時間【目安は学年（中１は７年生、中２は８年生、中３は９年生として）×１０分＋１０分】を設けるよ

う声がけをお願いします。また、スマホやゲーム等について、今一度ご家庭でも使用上のルールを確認し、お

子さんと話し合うようお願いします。 

 

10. お子様は、進んで挨拶をしている。 
11. お子様は、自分で考え、物事を判断してい

る。 

12. 学校は、先生方の連携が取れ、統一され

た指導をしている。 

13.学校に安心してお子様を通わせることが

できる。 
14.お子様とスマホやパソコンを利用する上

でのルールを決めている。 
15.お子様は、いじめは絶対に許されないと

いう考えで生活している。 



５．生徒アンケート結果 
 

   

 

 

 

   
  

   

 

 

   

 

   
 

   

 

  

 

１．知）自分の将来を考え、実現のために行動

することができている。 
2.徳）友達の意見をとり入れ、よりよい考えに

できるよう心がけている。 

3.体）いろいろなことにチャレンジしながら、

自分から進んで取り組んでいる。 

4.地域）地域の行事に興味をもち、参加したり

している。 

5.学習用具は、家庭学習の取組を考えなが

ら、学校に置いて帰る物と持ち帰る用具を

決めている。 

6.「課題－解決－まとめ」の活動を意識して

授業に参加している。 

7.日々の家庭学習には計画的に取り組んで

いる。 
8.学校生活を通して、自分やクラスの成長が

感じられる。 
9.話し合い活動など交流活動の場面では、積

極的に取り組んでいる。 

12.積極的にあいさつをしている。 
11.道徳の授業を通して、自分の心が成長して

いると感じる。 
10. 自分には良いところがあると思う。 



   

 

 

   

 

 
６．その他生徒アンケートからの意見や要望について 

○ 校則に関する意見をいただきました。 

→ 現在、第一中学校とも足並みを揃えながら、校則について検討して               

います。社会情勢や高校受験、皆さんの意見も参考にしながら、より

実態に沿ったものにできるよう考えていきます。 
 

○ その他学校生活に関する意見をいただきました。 

→ これからも皆さんが過ごしやすいような学校を目指していきます。

今後も生徒会を主体とした活動を行っていきます。 
 

○ 先生方へのねぎらいの言葉をいただきました。 
→ ありがとうございます。これからも生徒が安心して通える学校を職

員一同目指していきます。 

７．アンケート結果について 

 ○ 学習面５「学習用具の持ち帰り」、６「授業参加」、７「計画的な学習」について、学年が上がるにつれて意識の向上

が見られ、１年生については下がっている部分が見られました。 

 ○ 生活面８～１２では積極性、自分自身の内面を中心に前期よりも向上している生徒が多いことがわかりました。 

 ○ １４「先生方の指導」について、１，２年生で Aが大きく下落していることがわかりました。 

 ○ １７「スマホ等の利用」については保護者アンケートと同様、数値が全体的に下降しています。１８「いじめの認識」に

ついては向上しています。 
 

８．今後の取り組みについて 

 ○ 学習について 

   → 特に３年生で大きく数値が向上していることから、日々計画性を持って学習に取り組むことが大切だという

ことがわかります。生活改善や計画的な学習を行うための『To Do リスト』を今後も使えるよう指導します。 
    

 ○ 生活について 

→ 日常の授業や学級活動から生徒の成長や努力の過程を細やかに見取ることや、毎日の生活での関わりや教

育相談等を通じて温かい言葉がけをしながら生徒とのコミュニケーションを大切にしていきます。また、きま

りごとなどについても先生方で共通認識を持って指導していきます。 

   → 今後も学級や部活動の仲間を大切にし、お互いの違いを認め合いながらより良い集団を目指していけるよう

支援を続けていきます。 
 

 ○ 家庭での取り組み 

   → 学年（中１から７年、８年、９年として）×１０分＋１０分が目安ですので、計画的な家庭学習を行うようお声がけを

お願いします。 

   → スマホや PC、ゲーム等の使い方は、家庭内でルールを確認し、安心・安全のもと使用させるようお願いします。 

13.物事を決めるときは、自分の考えで判断し

ている。 

14.先生方は、学習や生活の決まりなどにつ

いて、みな同じようなことを言ってくれる

のでわかりやすい。 

15.学校は安心して通うことができる。 

16.話し合い活動などを通して、仲間の良いと

ころを見つけることができている。 

17.スマホやパソコンなどを利用するときの約

束を保護者と決めている。 

18.いじめは絶対に許さないという考えで、思いや

りの気持ちを大切にしながら毎日を過ごした。 

19.生徒会・委員会・当番活動等を通して、より

良い学校生活を送ることができている。 


